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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成27年2月26日(2015.2.26)

【公表番号】特表2015-501645(P2015-501645A)
【公表日】平成27年1月19日(2015.1.19)
【年通号数】公開・登録公報2015-004
【出願番号】特願2014-546169(P2014-546169)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/113    (2010.01)
   Ａ０１Ｋ  67/027    (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/7088   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  48/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/517    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/5377   (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ   15/00     　　　Ａ
   Ｃ１２Ｎ   15/00     ＺＮＡＧ
   Ａ０１Ｋ   67/027    　　　　
   Ｃ１２Ｎ    5/00     １０２　
   Ａ６１Ｋ   31/7088   　　　　
   Ａ６１Ｋ   48/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   45/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｔ
   Ａ６１Ｋ   31/517    　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １２１　
   Ａ６１Ｋ   31/5377   　　　　
   Ａ６１Ｐ   17/02     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年12月4日(2014.12.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＡＰＡＦ－１のｍｉＲ－２２１／２２２結合部位の単離されたヌクレオチド１５４～１
６０（５’－ＡＴＧＴＡＧＣ－３’）；ＢＩＭのｍｉＲ－３０ｂ／ｍｉＲ－３０c結合部
位の単離されたヌクレオチド２８８～２９４（５’－ＴＧＴＴＴＡＣＡ－３’）；ＰＫＣ
－εのｍｉＲ－１０３結合部位の２７～３３に相補的な単離されたヌクレオチド（相補配
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列：３’－ＡＣＧＡＣＧ－５’）；ＰＫＣ－εのｍｉＲ－１０３結合部位のヌクレオチド
１５１７～１５２３に相補的な単離されたヌクレオチド（相補配列：３’－ＡＣＧＡＣＧ
－５’）；ＰＫＣ－εのｍｉＲ－１０３結合部位のヌクレオチド１５６４～１５７０に相
補的な単離されたヌクレオチド（相補配列：３’－ＡＣＧＡＣＧ－５’）；ＳＲＣのｍｉ
Ｒ－２０３結合部位のヌクレオチド６５６～６６２に相補的な単離されたヌクレオチド（
相補配列：３’－ＵＡＡＡＧＵ－５’）；ＳＲＣのｍｉＲ－２０３結合部位のヌクレオチ
ド１１１６～１１２２に相補的な単離されたヌクレオチド（相補配列：３’－ＵＡＡＡＧ
Ｕ－５’）；ＳＲＣのｍｉＲ－２０３結合部位のヌクレオチド１５９５～１６０１に相補
的な単離されたヌクレオチド（相補配列：３’－ＵＡＡＡＧＵ－５’）；およびＳＲＣの
ｍｉＲ－２０３結合部位のヌクレオチド１７０６～１７１２に相補的な単離されたヌクレ
オチド（相補配列：３’－ＵＡＡＡＧＵ－５’）からなる群から選択される核酸を含む組
成物。
【請求項２】
　５’－ＡＴＧＴＡＧＣ－３’；５’－ＴＧＴＴＴＡＣＡ－３’；３’－ＡＣＧＡＣＧ－
５’；および３’－ＵＡＡＡＧＵ－５’からなる群から選択される核酸を含む単離された
核酸。
【請求項３】
　さらにプロモーター；エンハンサー；リピート；マーカー；およびレポーターからなる
群から選択される要素を含む、請求項２に記載の単離された核酸。
【請求項４】
　プローブ、プライマー、ｍｉＲＮＡ、プラスミド、ベクター、ウイルス、細胞、または
改変された生物である、請求項２又は３に記載の単離された核酸。
【請求項５】
　ｍｉＲ－１０３；ｍｉＲ－２０３；ａｎｔｉ－ｍｉＲ－３０；およびａｎｔｉ－ｍｉＲ
－２２１からなる群から選択される少なくとも２種類のｍｉＲＮＡを含む、請求項１に記
載の組成物。
【請求項６】
　ｍｉＲ－１０３；ｍｉＲ－２０３；ａｎｔｉ－ｍｉＲ－３０；およびａｎｔｉ－ｍｉＲ
－２２１からなる群から選択される少なくとも３種類のｍｉＲＮＡを含む、請求項１又は
５に記載の組成物。
【請求項７】
ｍｉＲ－１０３；ｍｉＲ－２０３；ａｎｔｉ－ｍｉＲ－３０；およびａｎｔｉ－ｍｉＲ－
２２１を含む、請求項１及び請求項５～６のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項８】
　化学療法処置用化合物；肺がんの化学療法処置用化合物；上皮成長因子受容体（ＥＧＦ
Ｒ）阻害剤；チロシンキナーゼ阻害剤（ＴＫＩ）；セツキシマブ、パニツムマブ、ザルツ
ムマブ、ニモツズマブ、およびマツズマブからなる群から選択されるモノクローナル抗体
；又は、ゲフィチニブ、エルロチニブ、ラパチニブ、ＡＰ２６１１３、およびポテトカル
ボキシペプチダーゼ阻害因子からなる群から選択される小分子；をさらに含む、請求項１
及び請求項５～７のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項９】
　ゲフィチニブ、ＰＫＣ－ε発現アゴニスト、ＭＥＴ阻害剤、ＳＵ１１２７４、ＤＩＣＥ
Ｒ阻害剤、Ｅ－カドヘリン発現アゴニスト、アジュバント、賦形剤、または他の医薬的に
許容できる組成物をさらに含む、請求項１及び請求項５～８のいずれか１項に記載の組成
物。
【請求項１０】
　注射、注入、経口摂取または経膜輸送のために配合された、請求項１及び請求項５～９
のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１１】
　哺乳類細胞においてｍｉＲ－１０３および／またはｍｉＲ－２０３の有効性を増大させ
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、前記哺乳類細胞においてＤＩＣＥＲを下方制御することを含む、哺乳類細胞においてＤ
ＩＣＥＲを下方制御するためのex vivo方法。
【請求項１２】
　哺乳類がん細胞においてｍｉＲ－１０３および／またはｍｉＲ－２０３の有効性を増大
させ、前記哺乳類がん細胞の移動を減少させることを含む、哺乳類がん細胞において移動
を減少させるためのex vivo方法。
【請求項１３】
　哺乳類がん細胞においてｍｉＲ－１０３および／またはｍｉＲ－２０３の有効性を増大
させ、前記哺乳類がん細胞のＥＧＦＲ化学療法耐性を減少させることを含む、哺乳類がん
細胞のＥＧＦＲ化学療法耐性を減少させるためのex vivo方法。
【請求項１４】
　哺乳類がん細胞においてｍｉＲ－１０３および／またはｍｉＲ－２０３の有効性を増大
させ、前記哺乳類がん細胞のゲフィチニブ耐性を減少させること又はゲフィチニブ感受性
を増大させることを含む、哺乳類がん細胞のゲフィチニブ耐性を減少させるため又はゲフ
ィチニブ感受性を増大させるためのex vivo方法。
【請求項１５】
　哺乳類がん細胞においてｍｉＲ－１０３および／またはｍｉＲ－２０３の有効性を増大
させ、前記哺乳類がん細胞内の間葉マーカーの発現を減少させることを含む、哺乳類がん
細胞において間葉マーカーの発現を減少させるためのex vivo方法。
【請求項１６】
　哺乳類がん細胞においてｍｉＲ－１０３および／またはｍｉＲ－２０３の有効性を増大
させ、前記哺乳類がん細胞内のＥ－カドヘリン発現の発現を増大させることを含む、哺乳
類がん細胞においてＥ－カドヘリン発現の発現を増大させるためのex vivo方法。
【請求項１７】
　哺乳類がん細胞においてｍｉＲ－１０３および／またはｍｉＲ－２０３の有効性を増大
させ、前記哺乳類がん細胞内の間葉上皮転換を誘導することを含む、哺乳類がん細胞にお
いて間葉上皮転換を誘導するためのex vivo方法。
【請求項１８】
　前記間葉上皮転換がＰＫＣ－εおよび／またはＤＩＣＥＲにより誘導される、請求項１
７に記載の方法。
【請求項１９】
　哺乳類がん細胞においてｍｉＲ－１０３および／またはｍｉＲ－２０３の有効性を増大
させ、前記哺乳類がん細胞のプログラム細胞死を誘導することを含む、哺乳類がん細胞に
おいてプログラム細胞死を誘導するためのex vivo方法。
【請求項２０】
　哺乳類がん細胞においてｍｉＲ－１０３および／またはｍｉＲ－２０３の有効性を増大
させ、前記哺乳類がん細胞内のＡＫＴ／ＥＲＫを下方制御することを含む、哺乳類がん細
胞においてＡＫＴ／ＥＲＫを下方制御するためのex vivo方法。
【請求項２１】
前記がん細胞が肺がん細胞である、請求項１２～２０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２２】
　前記がん細胞が非小細胞肺腺癌細胞である、請求項１２～２０のいずれか１項に記載の
方法。
【請求項２３】
　前記がん細胞が表皮癌細胞である、本特許請求の範囲における請求項１２～２０のいず
れか１項に記載の方法。
【請求項２４】
　腫瘍増殖阻害を必要とする哺乳類において腫瘍増殖を阻害するための、創傷治癒の促進
を必要とする哺乳類において創傷治癒を促進するための、又は、非小細胞肺癌を治療する
ための、請求項１及び請求項５～１０のいずれか１項に記載の組成物。
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【請求項２５】
　ゲフィチニブを５μＭ、１０μＭ又は１５μＭの濃度で含む、請求項９に記載の組成物
。
【請求項２６】
　非小細胞肺癌内のチロシンキナーゼ阻害剤（ＴＫＩ）感受性を増大させるための、請求
項１、請求項５～１０及び請求項２４～２５のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項２７】
　請求項１、請求項５～１０及び請求項２４～２６のいずれか１項に記載の組成物を含む
キット。
【請求項２８】
　請求項１、請求項５～１０及び請求項２４～２６のいずれか１項に記載の組成物を含む
細胞。
【請求項２９】
　請求項１、請求項５～１０及び請求項２４～２６のいずれか１項に記載の組成物を含む
マウス。
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